
２０12年（平成24年）７月 FUKUDA  TOMIKAZU  NEWS 〈２０１２年  盛夏号〉〈1〉 〈4〉２０１2年（平成24年）７月FUKUDA  TOMIKAZU  NEWS 〈２０１２年  盛夏号〉

　
福
田
知
事
は

２
期
８
年
を
振

り
返
り
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
と
思

え
る
が
、
様
々
な
課
題
が
次
か
ら

次
へ
と
押
し
寄
せ
、
そ
の
克
服
の

連
続
で
あ
っ
た
」
と
、
本
紙
巻
頭

の
挨
拶
に
書
い
て
い
る
が
、
山
積

す
る
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
に
導

い
て
き
た
知
事
の
真
摯
な
姿
勢
は
、

見
守
る
周
辺
の
私
た
ち
に
も
感
銘

を
与
え
た
。

　
福
田
知
事
が
「
日
本
一
元
気
な

栃
木
を
目
指
し
た
い
」
と
３
選
出

馬
を
表
明
し
た
。
誠
実
な
日
々
を

邁
進
す
る
知
事
に
、
よ
り
多
く
の

皆
様
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
夫
の
趣
味
は
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
が
、

な
か
な
か
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
出

掛
け
ら
れ
ず
、
愛
好
会
の
皆
さ
ん

と
の
年
１
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
唯

一
の
楽
し
み
で
あ
る
。
今
年
30
回

の
節
目
を
迎
え
、
私
の
一
番
好
き

な
場
所
、
尾
瀬
沼
に

し
て
も
ら
っ
た
。

　
６
月
10
日
、
雨
が

降
っ
た
り
止
ん
だ
り

の
あ
い
に
く
の
天
気

で
、
木
道
も
滑
り
易

く
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
起
き
て
し
ま
い
、

お
気
の
毒
な
事
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、そ
れ
で
も
尾
瀬

沼
は
い
つ
も
と
変
ら
ず
迎
え
て
く

れ
た
。澄
ん
だ
空
気
と
静
か
な
空

間
の
中
で
私
達
を
癒
し
て
く
れ
た
。

今
回
も
多
く
の
方
に
助
け
ら
れ
良

く
し
て
頂
い
た
。
お
世
話
に
な
っ

た
皆
様
に
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

　
休
日
の
夜
、
写
真
を
整
理
し
な

が
ら
夫
と
見
比
べ
て
、
思
わ
ず

「
あ
な
た
、
随
分
老
け
た
ん
じ
ゃ

な
い
」
と
言
う
と
、
「
喜
江
子
さ

ん
が
苦
労
を
か
け
る
か
ら
だ
よ
」

と
夫
。
お
風
呂
上
が
り
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
た
せ
い
か
余
計
そ
う

見
え
た
よ
う
だ
が
、

や
は
り
随
分
白
く
な

っ
た
。
大
変
な
ん
だ

な
と
思
い
、
も
う
少

し
優
し
く
労
わ
っ
て

あ
げ
な
く
て
は
、
と

反
省
し
た
ひ
と
と
き

で
あ
っ
た
。

　
夫
か
ら
「
明
日
出

馬
表
明
す
る
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
、

私
は
「
そ
う
」
と
だ
け
応
え
た
。

大
変
な
と
き
だ
が
夫
に
は
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
皆
様
に
は
変
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

初
講
義「
君
は
何
が
し
た
い
の
か
？
」

福
田
富
一
知
事 

日
本
大
学
客
員
教
授
就
任

尾
瀬
沼
ハ
イ
キ
ン
グ

ゆ
り
の
会
新
年
会

　
暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
節
電
へ
の
取
り
組
み
、
電
力
不

足
の
不
安
、
電
気
料
金
値
上
げ
へ

の
不
満
・
・
・
今
年
も
暑
い
夏
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

自
愛
専
一
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
も
皆
様
の
格
別
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
お
陰

さ
ま
で
２
期
８
年
を
満
了
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
光
陰
矢
の
ご

と
し
の
８
年
に
も
思
え
ま
す
が
、

様
々
な
課
題
が
次
か
ら
次
へ
と
押

し
寄
せ
、
そ
の
克
服
の
連
続
で
あ

っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
私
の
顔
が
『
足
銀
』
に
見
え
る

と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、
一
時
国
有
化

さ
れ
た
足
利
銀
行
の
受
け
皿
問
題

は
、
金
融
行
政
が
国
で
あ
る
が
ゆ

え
の
難
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　
公
約
に
掲
げ
た
県
庁
舎
の
縮
小

（
18
階
建
を
現
在
の
15
階
に
）
や
、

芳
賀
赤
十
字
病
院
か
ら
始
ま
っ
た

県
内
の
医
師
不
足
の
問
題
も
気
の

抜
け
な
い
課
題
で
し
た
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
は
、
日
に
日
に
県

内
景
気
が
悪
化
し
て
い
く
状
況
が

見
て
取
れ
る
ぐ
ら
い
す
さ
ま
じ
い

不
況
へ
の
転
落
を
経
験
し
、
そ
の

対
策
の
指
揮
も
取
り
ま
し
た
。

　
日
本
経
済
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
立
ち
直
り
か
け
て
い
る
最

中
に
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、

加
え
て
福
島
第
１
原
発
の
事
故
に

よ
る
原
子
力
災
害
も
発
生
し
、
対

応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
千
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
震
災
と
予
想
だ
に

し
な
か
っ
た
原
子
力
災
害
に
よ
り

次
々
と
湧
き
起
こ
る
問
題
の
処
理

の
最
中
、
台
風
や
豪
雨
災
害
、
竜

巻
被
害
も
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
改
め
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方

や
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
悔

や
み
と
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
市
町
と
と
も
に
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
中
で
原
子
力
や
竜
巻
災
害
へ

の
対
応
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、

避
難
者
や
孤
立
集
落
対
策
の
充
実

な
ど
、
県
民
の
命
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
な

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
『
ス
ポ
レ
ク
・
エ

コ
・
栃
木
』
の
大
成
功
、
平
成
26

年
１
月
の
冬
季
国
体
の
誘
致
決
定
、

奥
日
光
に
次
い
で
渡
良
瀬
遊
水
地

の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
、

結
城
紬
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
内
商
業

施
設
へ
全
国
唯
一
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
『
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
』

の
オ
ー
プ
ン
、
足
利
・
大
田
原
赤

十
字
病
院
の
移
転
新
築
、
北
関
東

自
動
車
道
の
全
線
開
通
な
ど
長
年

の
取
り
組
み
に
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
人
の
縁
に
恵
ま
れ
、
今
年

度
か
ら
日
本
大
学
客
員
教
授
に
就

任
し
、
大
学
で
の
人
づ
く
り
に
も

ひ
と
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
少
子
化
、
超
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
に
あ
っ
て
、
安
心
し
て
子

供
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
の
充
実
。
年
齢
や
障
害
に
関

係
な
く
、
そ
の
人
ら
し
い
社
会
的

　
福
田
知
事
は
母
校
の
日
本
大

学
理
工
学
部
の
要
請
を
受
け
て
、

４
月
１
日
付
で
客
員
教
授
に
就

任
し
た
。
大
学
院
理
工
学
研
究

科
（
不
動
産
科
学
専
攻
）
も
兼

務
す
る
。

　
５
月
７
日
、
船
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
（
千
葉
県
船
橋
市
）
で
、

「
君
は
何
が
し
た
い
の
か
？
」

と
題
し
て
初
の
講
義
を
行
っ
た
。

　
毎
年
恒
例
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
今

年
30
回
目
を
迎
え
、
６
月
10
日

（
日
）、知
事
夫
妻
に
と
っ
て
思
い

出
深
い
尾
瀬
沼
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

と
な
っ
た
。
雨
が
降
っ
た
り
止
ん

だ
り
と
い
う
あ
い
に
く
の
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
90
名
余
の
参
加

者
は
３
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
一
路

尾
瀬
へ
向
か
っ
た
。

　
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
た
御
池
駐
車

場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換

え
30
分
ほ
ど
で
ス
タ
ー
ト
地
点
の

沼
山
峠
へ
到
着
。
６
月
上
旬
と
い

う
の
に
木
道
に
は
残
雪
が
あ
り
、

湿
原
で
は
た
く
さ
ん
の
水
芭
蕉
や

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
山
桜
な
ど
の
花

が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
参
加
者
は

足
元
に
注
意
し
な
が
ら
澄
ん
だ
空

気
の
中
、
広
大
な
湿
原
の
尾
瀬
を

満
喫
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
っ
た
。

自
立
や
参
加
、
何
よ
り
い
つ
ま
で

も
地
域
で
頼
り
に
さ
れ
、
感
謝
さ

れ
つ
つ
人
生
を
全
う
で
き
る
社
会

づ
く
り
。
多
様
な
住
ま
い
の
提
供

と
在
宅
介
護
の
充
実
に
よ
る
安
心

社
会
の
構
築
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
す
る

人
材
の
育
成
と
し
て
、
留
学
生
支

援
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
の
習
得

な
ど
に
よ
る
国
際
人
の
育
成
支
援
。

　
全
国
４
位
の
も
の
づ
く
り
県
と

し
て
今
後
も
持
続
発
展
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
人
材
育
成
や
技
術
力

ア
ッ
プ
へ
の
産
学
官
金
（
金
は
金

融
機
関
）
の
連
携
強
化
や
施
策
の

充
実
。

　
栃
木
づ
く
り
を
支
え
て
く
れ
る

県
民
の
健
康
増
進
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
や
、
成
人
病
予
防

な
ど
で
効
果
を
上
げ
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
に
よ
り
、
平
均
寿

命
ワ
ー
ス
ト
県
を
返
上
す
る
な
ど
、

今
後
の
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
政
治
生
活
30
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
知
事
と
し
て
も
２
期
８

年
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

体
力
、
気
力
と
今
日
ま
で
の
経
験

や
知
識
は
、
ま
だ
『
元
気
な
栃
木

づ
く
り
』
に
役
に
立
つ
と
自
信
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
混
沌

と
す
る
社
会
や
信
頼
を
損
ね
続
け

て
い
る
政
治
を
見
る
に
つ
け
、
活

力
あ
る
明
日
に
向
け
て
『
一
歩
、

一
歩
』
着
実
に
前
進
さ
せ
る
べ
く
、

栃
木
県
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責
任

を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
引
続
き
ご
支
援
ご
指
導
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

知
事
３
期
目
を
目
指
し
て

― 

１
期
目
の
課
題 

―

― 
２
期
目
の
課
題 

―

― 

今
後
の
課
題 

―

― 

決
意 

―

日 時：２月３日（日）
　　　 AM 11：00～
場 所：ホテル東日本宇都宮
会 費：5,000円

　来年のゆりの会新年会は、会場の都
合により下記の日程になりましたので
予めお知らせ致します。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。

ゆりの会の
シンボルマーク

「
一
歩 
一
歩 

着
実
に
前
進
を
」活力ある明日に向けて活力ある明日に向けて

建
築
学
科
１
年
生
２
８
０
人
を

前
に
、
「
皆
さ
ん
は
本
当
に
建

築
が
や
り
た
い
の
か
」
と
学
生

に
問
い
か
け
、
日
大
で
学
ん
だ

人
生
訓
を
引
き
合
い
に
「
今
一

番
大
切
だ
と
思
う
こ
と
に
時
間

を
使
お
う
」
と
強
調
。
「
棚
か

ら
ぼ
た
餅
の
人
生
な
ん
て
な
い
」

と
げ
き
を
飛
ば
し
た
。
さ
ら
に
、

「
自
分
の
能
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
天
職
に
必
ず
巡
り
合
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
大
学

生
活
や
人
生
を
大
切
に
生
き
抜

い
て
」
な
ど
と
熱
弁
を
振
る
っ

た
。
講
義
中
は
質
疑
応
答
も
行

わ
れ
、
最
後
に
学
生
一
人
一
人

と
握
手
を
し
、
リ
ポ
ー
ト
を
受

け
取
っ
た
。

　
知
事
は
「
出
席
率
も
聞
く
態

度
も
非
常
に
良
か
っ
た
。
講
義

の
中
で
、
生
涯
の
言
葉
と
な
る

よ
う
な
も
の
が
一
つ
で
も
残
れ

ば
と
い
う
思
い
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
」と
、初
講
義
を
ふ
り
返
っ
た
。

知
事
の
客
員
教
授
の
任
期
は
２

０
１
４
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

で
本
年
度
は
７
月
と
12
月
に
も

講
義
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ゆりの会新年会のお知らせ

１
号
車
の
皆
さ
ん
と

２
号
車
の
皆
さ
ん
と

３
号
車
の
皆
さ
ん
と

知事夫妻を囲んで、比企洋子さん率いる
うなばらの会の皆さんとゆりの会の有志

　
ゆ
り
の
会
新
年
会
が
２
月
19
日

（
日
）
、
ホ
テ
ル
東
日
本
で
４
０

０
余
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ

れ
た
。
前
衆
議
院
議
員
の
船
田
元

先
生
、
上
野
通
子
参
議
院
議
員
、

青
木
和
子
栃
木
県
日
韓
女
性
親
善

協
会
会
長
、
県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
の
夫
人
方
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
後
で
乾
杯
。
新
春
の

慶
び
と
女
性
な
ら
で
は
の
華
や
ぎ

の
中
、
知
事
と
喜
江
子
夫
人
を
囲

ん
で
歓
談
。「
う
な
ば
ら
の
会
」の

皆
さ
ん
に
よ
る
沖
縄
舞
踊
や
抽
選

会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に

会
は
終
始
和
や
か
に
時
間
を
忘
れ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
締
め
く
く

り
は
「
と
み
か
ず
サ
ン
バ
」
を
熱

唱
、
和
や
か
に
、
か
つ
親
睦
を
深

め
る
有
意
義
な
集
い
と
な
っ
た
。

文化講演会のお知らせ
講　師　アグネス・チャンさん
　　　　（歌手・エッセイスト）
演　題　『明るくさわやかに生きる』
日　時　８月31日（金）
　　　　午後６時30分　開会
場　所　宇都宮グランドホテル
入場料　1,000円

※チケットご希望の方は事務所まで連絡下さい
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　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
１
都
９
県
で
構
成
す
る
関
東
知
事
会

（
会
長
・
川
勝
静
岡
県
知
事
）
の
定
例
会

議
が
５
月
23
日
、
福
島
県
北
塩
原
村
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。
福
島
第
１
原
発
事
故

の
影
響
に
苦
し
む
同
県
の
観
光
振
興
支
援

の
一
環
で
、
関
東
圏
以
外
で
は
異
例
の
開

催
。
「
福
島
の
復
興
な
く
し
て
日
本
の
震

災
復
興
は
な
い
」
と
し
た
上
で
、
本
県
を

含
む
被
災
地
の
復
興
を
「
連
携
し
て
強
力

に
後
押
し
す
る
」
と
の
支
援
決
議
を
採
択

し
た
。
福
田
知
事
は
本
県
観
光
地
も
風
評

被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
実
例
を
挙
げ
、

「
放
射
線
量
の
検
査
結
果
な
ど
、
情
報
公

開
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
」
と
し
、

各
国
大
使
館
に
情
報
提
供
す
る
必
要
性
を

　
福
田
知
事
は
５
月
25
日
、
県
庁
で
記
者
会

見
し
、
「
新
た
な
４
年
間
を
『
チ
ー
ム
と
ち

ぎ
』
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災

と
原
子
力
災
害
を
乗
り
越
え
、
日
本
一
元
気

な
栃
木
県
の
実
現
に
向
け
て
全
身
全
霊
を
傾

け
た
い
」
と
、
12
月
８
日
の
任
期
満
了
に
伴

う
知
事
選
に
３
選
を
目
指
し
て
出
馬
す
る
こ

と
を
正
式
に
表
明
し
た
。

　
福
田
知
事
は
「
（
２
期
目
の
）
４
年
目
を

迎
え
て
多
く
の
県
民
か
ら
も
う
少
し
栃
木
の

た
め
に
奉
仕
し
ろ
と
激
励
を
い
た
だ
い
た
。

災
害
復
興
を
成
し
遂
げ
た
い
と
の
思
い
も
３

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
東
京
都

墨
田
区
）
が
開
業
し
た
５
月
22
日
、

併
設
さ
れ
て
い
る
都
内
最
大
級
の

商
業
施
設
「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
」
４

階
に
、
本
県
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ

連
携
し
震
災
復
興
後
押
し

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
を
前
に
年
頭
訓
示

／
「
県
民
目
線
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
に
意
を

用
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

◇
１
月
10
日
　
技
能
五
輪
金
メ
ダ
ル
の
三
品

さ
ん
を
知
事
特
別
表
彰
／
「
こ
れ
か
ら
も

精
進
し
て
社
会
貢
献
を
し
て
」
と
知
事
。

◇
１
月
28
日
　
宇
都
宮
で
地
方
分

権
・
地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
／

「
地
方
の
税
財
源
が
一
定
確
保

さ
れ
た
」
と
知
事
。

◇
２
月
14
日
　
県
農
業
士
制
度
40

年
祝
う
／
「
地
域
の
牽
引
者
、

指
導
者
と
し
て
力
添
え
を
」
。

◇
２
月
16
日
　
「
ｅ

‒

Ｔ
ａ
ｘ
」

Ｐ
Ｒ
／
「
混
雑
し
な
い
で
ゆ
っ

く
り
申
告
で
き
た
」
と
知
事
。

◇
３
月
11
日
　
「
と
ち
ぎ
復
興
の

つ
ど
い
」
／
「
震
災
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
県
民
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽

く
そ
う
」
と
知
事
。

◇
３
月
17
日
　
東
京
で
「
と
ち
ぎ
の
魅
力
ま

る
ご
と
フ
ェ
ア
　
と
ち
ま
る
パ
ー
ク
」
／

「
栃
木
の
食
べ
物
も
空
気
も
水
も
安
全
、

ぜ
ひ
栃
木
に
お
出
か
け
を
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

◇
４
月
２
日
　
辞
令
交
付
式
／
「
チ
ー
ム
県

庁
の
即
戦
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

◇
４
月
６
日
　
春
の
交
通
安
全
運
動
で
街
頭

Ｐ
Ｒ
／
「
県
民
一
人
一
人
に
事
故
の
な
い

栃
木
づ
く
り
の
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
」
。

◇
４
月
21
日
　
「
と
ち
ま
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
／
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
お
膝
元
で

栃
木
を
ア
ピ
ー
ル
。「
ぜ
ひ
栃
木
に
来
て
」。

◇
５
月
７
日
　
竜
巻
被
害
を
受
け
た
真
岡
市

と
益
子
、
茂
木
両
町
を
視
察
／
「
想
像
以

上
に
大
き
な
被
害
、
復
旧
急
ぐ
」
と
知
事
。

◇
５
月
14
日
　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
式

典
へ
出
席
。

◇
５
月
26
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

日
光
／
日
光
誘
客
さ
ら
な
る
宣
伝
活
動
の

必
要
性
を
強
調
。

◇
５
月
28
日
　
市
町
村
長
会
議
／
「
竜
巻
被

災
者
へ
県
単
独
で
見
舞
金
支
給
を
検
討
」
。

◇
６
月
９
日
　
那
須
赤
十
字
病
院
の
竣
工
記

念
式
典
出
席
／
「
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
応
え
て
ほ
し
い
」
と
知
事
。

◇
６
月
14
日
　
と
ち
ぎ
技
術
展
示
商
談
会
in

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｎ
／
県
内
企
業
の
技
術
力
を

ア
ピ
ー
ル
。

福
田
知
事 

３
選
出
馬
を
表
明

「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」
開
店

　
福
田
知
事
は
５
月
16
日
〜
19
日
の
日
程

で
、
風
評
被
害
の
払
拭
と
観
光
客
誘
致
の

た
め
、
県
議
会
の
高
橋
文
吉
議
長
ら
５
人

と
共
に
台
湾
を
訪
問
し
た
。
16
日
は
、
台

湾
の
対
日
交
流
窓
口
機
関
「
亜
東
関
係
協

会
」
を
訪
れ
、

観
光
復
興
支
援

や
、
地
元
産
食

品
の
台
湾
へ
の

輸
入
制
限
の
解

除
を
要
請
。
そ
の
後
、
流
通
大
手
「
統
一

超
商
」
の
台
北
市
の
本
社
を
訪
れ
、
徐
重

仁
総
経
理
と
会
談
。
福
田
知
事
は
「
徐
総

経
理
は
本
県
を
理
解
し
て
く
れ
る
第
一
人

者
。
統
一
超
商
の
社
員
研
修
旅
行
で
本
県

福
島
で
関
東
知
事
会

就
労
相
談
や
職
業
紹
介

震
災
、竜
巻
被
害
か
ら
の
早
期
復
興
願
う

市
貝
町
で
750
人
参
加
し
て
県
植
樹
祭

14
年
冬
季
国
体
の
日
光
開
催
決
定

「
栃
木
の
安
全
」
広
く
Ｐ
Ｒ

栃木の魅力を発信
復
興
へ
希
望
の
と
も
し
び
に

復
興
へ
希
望
の
と
も
し
び
に

「
日
本
一
元
気
な
栃
木
を
目
指
し
た
い
」

東
京
に
栃
木
を
売
り
込
め

東奔西走の日々東奔西走の日々

鶴ヶ城の前で記念撮影する福田知事(左端)
ら各県知事

冬季国体の開催決定書を福田知事に手渡す岡崎専務理事

「
は
ぐ
く
も
う
　
大
き
な
木
と
な
る
　
ち

い
さ
な
芽
」
が
テ
ー
マ
。
東
日
本
大
震
災

や
５
月
に
起
き
た
竜
巻
被
害
か
ら
の
早
期

復
興
も
願
う
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。
式
典

で
福
田
知
事
は
「
緑
豊
か
な
環
境
は
本
県

の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
震
災
や
竜
巻

か
ら
の
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
の
で
支

援
願
い
た
い
」
と
主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
６
月
２
日
、
県
植
樹
祭
が
市
貝
町
市
塙

の
城
見
ヶ
丘
運
動
公
園
で
、
約
７
５
０
人

が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
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18
日
、
台
北
市
内
の
レ
オ
ン
自
動
機
子

会
社
で
説
明
を
受
け
る
福
田
知
事（
右
）

選
を
目
指
す
原
動
力
に
な
っ
た
。
震
災
以
降

激
減
し
た
観
光
客
を
呼
び
戻
し
た
い
」
と
、

決
意
の
理
由
を
述
べ
た
。

　
２
期
目
を
振
り
返
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

導
入
に
よ
る
救
急
医
療
の
充
実
や
、
県
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
を
挙
げ

「
元
気
な
と
ち
ぎ
づ
く
り
へ
成
果
を
挙
げ
た
」

と
強
調
し
た
。

　
知
事
は
７
項
目
か
ら
成
る
選
挙
公
約
の
柱

を
示
し
た
う
え
で
、
「
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
」
な
ど
の
条
例
の
制
定
な
ど
に
意
欲
を

示
し
た
。
選
挙
公
約
は
９
月
発
表
予
定
。

「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
加
工
食
品
や
伝
統
工

芸
品
な
ど
県
産
品
１
千
点
以
上
を

販
売
す
る
ほ
か
、
国
内
外
の
人
に

栃
木
の
魅
力
を
売
り
込
む
、
観
光

情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を

担
う
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
、
福
田
知
事
は
「
（
東
日
本
大

震
災
な
ど
か
ら
の
）
復
興
の
中
で
、

世
界
一
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
で
き
る
の

は
、
２
０
０
万
県
民
の
希
望
の
灯

火
に
な
る
。
栃
木
の
良
さ
、
味
を

大
い
に
堪
能
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
観
光
誘
客
の
呼
び
水
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
。

　
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
は
２
０
１

０
年
８
月
、
県
と
県
内
市
町
に
よ

る
共
同
運
営
方
式
で
設
置
を
決
め

た
。
店
舗
面
積
は
約
１
６
０
平
方

㍍
。
壁
や
床
、
照
明
な
ど
に
は
県

産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
店

全
体
で
栃
木
を
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ

イ
ン
と
し
た
。

　
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
の
来
場
者

が
27
日
ま
で
の
６
日
間
で
約
６
万

人
、
売
り
上
げ
は
約
４
０
０
万
円

で
、
１
日
平
均
１
万
人
が
訪
れ
た

こ
と
に
な
り
、
福
田
知
事
は
29
日

の
記
者
会
見
で
「
健
闘
し
て
い
る
。

今
後
い
か
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え

る
か
が
鍵
で
、
栃
木
ら
し
さ
を
い

か
に
出
し
続
け
る
か
が
大
切
だ
」

と
強
調
。
さ
ら
に
「
店
内
は
終
日

に
ぎ
わ
い
、
と
ち
お
と
め
ジ
ェ
ラ

ー
ト
や
レ
モ
ン
牛
乳
が
売
れ
筋
」

と
明
か
し
た
。

来
場
者
、6
日
間
で
６
万
人

を
選
ん
で
ほ
し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

17
日
は
、
高
雄
市
で
同
市
長
と
会
談
し
た

ほ
か
、
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
事
業
者
向

け
の
観
光
説
明
会
を
開
催
。
18
日
は
、
台

北
市
内
で
レ
オ
ン
自
動
機
の
現
地
子
会
社
、

亜
太
雷
恩
自
動
機

を
視
察
。
そ
の
後
、

台
北
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
栃

木
県
主
催
の
観
光

説
明
会
に
出
席
。
19
日
は
、
台
北
市
内
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
栃
木

県
観
光
展
で
、
買
い
物
に
訪
れ
た
市
民
ら

に
「
友
達
を
誘
っ
て
栃
木
県
へ
足
を
運
ん

で
下
さ
い
」
な
ど
と
呼
び
掛
け
た
。

風
評
被
害
払
拭
へ
観
光
Ｐ
Ｒ

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
塩
谷

福
田
知
事
が
台
湾
訪
問

放
射
能
対
策
な
ど
議
論

県原子力対策本部を設置

　
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
対
策
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、

県
が
１
日
付
で
新
設
し
た
県
原
子
力

対
策
本
部
の
設
置
式
が
４
月
２
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
た
。
同
本
部
の
事
務

局
を
担
う
県
原
子
力
災
害
対
策
室
の

前
で
、
本
部
長
の
福
田
知
事
が
看
板

を
設
置
し
た
。
福
田
知
事
は
「
縦
割

り
行
政
の
弊
害
を
打
破
し
、
県
民
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
一
元
的
な

情
報
提
供
を
担
う
。
県
民
の
安
心
を

取
り
戻
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
先
頭

に
立
っ
て
努
力
し
た
い
」
と
話
し
た
。

 

福
田
知
事
と
県
民
が
直
接
対
話
す
る

「
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
塩
谷
」
が

６
月
16
日
、
23
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
塩
谷

町
船
生
の
道
の
駅
「
湧
水
の
郷
し
お
や
」

の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
町

民
約
70
人
が
参
加
し
、
放
射
能
対
策
や
産

業
振
興
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ
た
。

　
除
染
で
生
じ
る
汚
染
土
壌
の
処
理
に
つ

い
て
、
福
田
知
事
は
「
場
所
が
内
定
す
れ

ば
、
県
が
該
当
す
る
市
町
と
国
の
間
に
入

っ
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

地
元
合
意
と
い
う
難
問
が
あ
る
」
と
現
状

を
訴
え
た
。

訴
え
た
。
ま
た
、
首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
「
先
行
す
る
関
西
圏
に
後
れ

を
取
ら
な
い
よ
う
関
東
知
事
会
と
し
て
受

け
入
れ
る
意
思
を
表
明
す
べ
き
だ
」
と
述

べ
、
各
都
県
知
事
の
賛
同
を
取
り
付
け
た
。

 

「
栃
木
・
観
光
と
食
の
誘
客
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
７
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅

構
内
で
行
わ
れ
、
福
田
知
事
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
「
栃
木
自
慢
の
農
畜
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
素
晴
ら
し
い
料
理
が
提
供
さ
れ
る
の
で
、
大
い

に
期
待
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
宣
言
し
た
。

　
４
月
23
日
、
求
職
相
談
か
ら
職
業
紹
介
、

職
場
定
着
ま
で
総
合
的
に
就
労
を
支
援
す
る

「
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
」
が
宇
都
宮
市
駅

前
通
り
１
丁
目
の
フ

ミ
ッ
ク
ス
ス
テ
ム
ビ

ル
１
階
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
栃
木
労
働
局

が
同
じ
ビ
ル
に
開
い
て
い
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
、
新
卒
者
か
ら
障
害
の
あ
る
人
、

高
年
齢
層
と
い
っ
た
幅
広
い
求
職
者
に
対
し
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
ほ
か
、
求
人
情
報
の
検
索
な
ど
が
で
き
る
。

　
開
所
式
で
、
藤
井
敏
行
栃
木
労
働
局
長
と

ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
の
看
板

を
掲
げ
た
福
田
知
事
は
、

「
厳
し
い
雇
用
情
勢
が

続
く
が
、
働
き
た
い
人

が
能
力
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
玄
関

口
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

「
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
」開
所

　
日
本
体
育
協
会
の
岡
崎
専
務
理
事
ら
が

５
月
10
日
、
県
庁
を
訪
れ
、
福
田
知
事
に

２
０
１
４
年
の
第
69
回
冬
季
国
体
の
ス
ケ

ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
の
本
県

開
催
決
定
書
を
手
渡
し
、
18
年
ぶ
り
８
回

目
の
冬
季
国
体
開
催
が
正
式
決
定
し
た
。

　
福
田
知
事
は
「
全
国
か
ら
来
て
く
れ
た

人
に
『
安
心
し
て
競
技
が
で
き
た
』
『
い

い
思
い
出
が
で
き
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
最
大
限
準
備
し
て
成
功
に
導
き

た
い
。
世
界
で
活
躍
す
る
一
流
の
ア
ス
リ

ー
ト
を
見
る
こ
と
で
、子
供
た
ち
が『
自
分

も
や
っ
て
み
た
い
』
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
」

と
競
技
人
口
の
増
加
に
も
期
待
し
て
い
た
。
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　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
１
都
９
県
で
構
成
す
る
関
東
知
事
会

（
会
長
・
川
勝
静
岡
県
知
事
）
の
定
例
会

議
が
５
月
23
日
、
福
島
県
北
塩
原
村
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。
福
島
第
１
原
発
事
故

の
影
響
に
苦
し
む
同
県
の
観
光
振
興
支
援

の
一
環
で
、
関
東
圏
以
外
で
は
異
例
の
開

催
。
「
福
島
の
復
興
な
く
し
て
日
本
の
震

災
復
興
は
な
い
」
と
し
た
上
で
、
本
県
を

含
む
被
災
地
の
復
興
を
「
連
携
し
て
強
力

に
後
押
し
す
る
」
と
の
支
援
決
議
を
採
択

し
た
。
福
田
知
事
は
本
県
観
光
地
も
風
評

被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
実
例
を
挙
げ
、

「
放
射
線
量
の
検
査
結
果
な
ど
、
情
報
公

開
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
」
と
し
、

各
国
大
使
館
に
情
報
提
供
す
る
必
要
性
を

　
福
田
知
事
は
５
月
25
日
、
県
庁
で
記
者
会

見
し
、
「
新
た
な
４
年
間
を
『
チ
ー
ム
と
ち

ぎ
』
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災

と
原
子
力
災
害
を
乗
り
越
え
、
日
本
一
元
気

な
栃
木
県
の
実
現
に
向
け
て
全
身
全
霊
を
傾

け
た
い
」
と
、
12
月
８
日
の
任
期
満
了
に
伴

う
知
事
選
に
３
選
を
目
指
し
て
出
馬
す
る
こ

と
を
正
式
に
表
明
し
た
。

　
福
田
知
事
は
「
（
２
期
目
の
）
４
年
目
を

迎
え
て
多
く
の
県
民
か
ら
も
う
少
し
栃
木
の

た
め
に
奉
仕
し
ろ
と
激
励
を
い
た
だ
い
た
。

災
害
復
興
を
成
し
遂
げ
た
い
と
の
思
い
も
３

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
東
京
都

墨
田
区
）
が
開
業
し
た
５
月
22
日
、

併
設
さ
れ
て
い
る
都
内
最
大
級
の

商
業
施
設
「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
」
４

階
に
、
本
県
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ

連
携
し
震
災
復
興
後
押
し

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
を
前
に
年
頭
訓
示

／
「
県
民
目
線
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
に
意
を

用
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

◇
１
月
10
日
　
技
能
五
輪
金
メ
ダ
ル
の
三
品

さ
ん
を
知
事
特
別
表
彰
／
「
こ
れ
か
ら
も

精
進
し
て
社
会
貢
献
を
し
て
」
と
知
事
。

◇
１
月
28
日
　
宇
都
宮
で
地
方
分

権
・
地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
／

「
地
方
の
税
財
源
が
一
定
確
保

さ
れ
た
」
と
知
事
。

◇
２
月
14
日
　
県
農
業
士
制
度
40

年
祝
う
／
「
地
域
の
牽
引
者
、

指
導
者
と
し
て
力
添
え
を
」
。

◇
２
月
16
日
　
「
ｅ

‒

Ｔ
ａ
ｘ
」

Ｐ
Ｒ
／
「
混
雑
し
な
い
で
ゆ
っ

く
り
申
告
で
き
た
」
と
知
事
。

◇
３
月
11
日
　
「
と
ち
ぎ
復
興
の

つ
ど
い
」
／
「
震
災
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
県
民
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽

く
そ
う
」
と
知
事
。

◇
３
月
17
日
　
東
京
で
「
と
ち
ぎ
の
魅
力
ま

る
ご
と
フ
ェ
ア
　
と
ち
ま
る
パ
ー
ク
」
／

「
栃
木
の
食
べ
物
も
空
気
も
水
も
安
全
、

ぜ
ひ
栃
木
に
お
出
か
け
を
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

◇
４
月
２
日
　
辞
令
交
付
式
／
「
チ
ー
ム
県

庁
の
即
戦
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

◇
４
月
６
日
　
春
の
交
通
安
全
運
動
で
街
頭

Ｐ
Ｒ
／
「
県
民
一
人
一
人
に
事
故
の
な
い

栃
木
づ
く
り
の
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
」
。

◇
４
月
21
日
　
「
と
ち
ま
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
／
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
お
膝
元
で

栃
木
を
ア
ピ
ー
ル
。「
ぜ
ひ
栃
木
に
来
て
」。

◇
５
月
７
日
　
竜
巻
被
害
を
受
け
た
真
岡
市

と
益
子
、
茂
木
両
町
を
視
察
／
「
想
像
以

上
に
大
き
な
被
害
、
復
旧
急
ぐ
」
と
知
事
。

◇
５
月
14
日
　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
式

典
へ
出
席
。

◇
５
月
26
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

日
光
／
日
光
誘
客
さ
ら
な
る
宣
伝
活
動
の

必
要
性
を
強
調
。

◇
５
月
28
日
　
市
町
村
長
会
議
／
「
竜
巻
被

災
者
へ
県
単
独
で
見
舞
金
支
給
を
検
討
」
。

◇
６
月
９
日
　
那
須
赤
十
字
病
院
の
竣
工
記

念
式
典
出
席
／
「
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
応
え
て
ほ
し
い
」
と
知
事
。

◇
６
月
14
日
　
と
ち
ぎ
技
術
展
示
商
談
会
in

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｎ
／
県
内
企
業
の
技
術
力
を

ア
ピ
ー
ル
。

福
田
知
事 

３
選
出
馬
を
表
明

「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」
開
店

　
福
田
知
事
は
５
月
16
日
〜
19
日
の
日
程

で
、
風
評
被
害
の
払
拭
と
観
光
客
誘
致
の

た
め
、
県
議
会
の
高
橋
文
吉
議
長
ら
５
人

と
共
に
台
湾
を
訪
問
し
た
。
16
日
は
、
台

湾
の
対
日
交
流
窓
口
機
関
「
亜
東
関
係
協

会
」
を
訪
れ
、

観
光
復
興
支
援

や
、
地
元
産
食

品
の
台
湾
へ
の

輸
入
制
限
の
解

除
を
要
請
。
そ
の
後
、
流
通
大
手
「
統
一

超
商
」
の
台
北
市
の
本
社
を
訪
れ
、
徐
重

仁
総
経
理
と
会
談
。
福
田
知
事
は
「
徐
総

経
理
は
本
県
を
理
解
し
て
く
れ
る
第
一
人

者
。
統
一
超
商
の
社
員
研
修
旅
行
で
本
県

福
島
で
関
東
知
事
会

就
労
相
談
や
職
業
紹
介

震
災
、竜
巻
被
害
か
ら
の
早
期
復
興
願
う

市
貝
町
で
750
人
参
加
し
て
県
植
樹
祭

14
年
冬
季
国
体
の
日
光
開
催
決
定

「
栃
木
の
安
全
」
広
く
Ｐ
Ｒ

栃木の魅力を発信
復
興
へ
希
望
の
と
も
し
び
に

復
興
へ
希
望
の
と
も
し
び
に

「
日
本
一
元
気
な
栃
木
を
目
指
し
た
い
」

東
京
に
栃
木
を
売
り
込
め

東奔西走の日々東奔西走の日々

鶴ヶ城の前で記念撮影する福田知事(左端)
ら各県知事

冬季国体の開催決定書を福田知事に手渡す岡崎専務理事

「
は
ぐ
く
も
う
　
大
き
な
木
と
な
る
　
ち

い
さ
な
芽
」
が
テ
ー
マ
。
東
日
本
大
震
災

や
５
月
に
起
き
た
竜
巻
被
害
か
ら
の
早
期

復
興
も
願
う
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。
式
典

で
福
田
知
事
は
「
緑
豊
か
な
環
境
は
本
県

の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
震
災
や
竜
巻

か
ら
の
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
の
で
支

援
願
い
た
い
」
と
主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
６
月
２
日
、
県
植
樹
祭
が
市
貝
町
市
塙

の
城
見
ヶ
丘
運
動
公
園
で
、
約
７
５
０
人

が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
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18
日
、
台
北
市
内
の
レ
オ
ン
自
動
機
子

会
社
で
説
明
を
受
け
る
福
田
知
事（
右
）

選
を
目
指
す
原
動
力
に
な
っ
た
。
震
災
以
降

激
減
し
た
観
光
客
を
呼
び
戻
し
た
い
」
と
、

決
意
の
理
由
を
述
べ
た
。

　
２
期
目
を
振
り
返
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

導
入
に
よ
る
救
急
医
療
の
充
実
や
、
県
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
を
挙
げ

「
元
気
な
と
ち
ぎ
づ
く
り
へ
成
果
を
挙
げ
た
」

と
強
調
し
た
。

　
知
事
は
７
項
目
か
ら
成
る
選
挙
公
約
の
柱

を
示
し
た
う
え
で
、
「
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
」
な
ど
の
条
例
の
制
定
な
ど
に
意
欲
を

示
し
た
。
選
挙
公
約
は
９
月
発
表
予
定
。

「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
加
工
食
品
や
伝
統
工

芸
品
な
ど
県
産
品
１
千
点
以
上
を

販
売
す
る
ほ
か
、
国
内
外
の
人
に

栃
木
の
魅
力
を
売
り
込
む
、
観
光

情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を

担
う
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
、
福
田
知
事
は
「
（
東
日
本
大

震
災
な
ど
か
ら
の
）
復
興
の
中
で
、

世
界
一
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
で
き
る
の

は
、
２
０
０
万
県
民
の
希
望
の
灯

火
に
な
る
。
栃
木
の
良
さ
、
味
を

大
い
に
堪
能
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
観
光
誘
客
の
呼
び
水
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
。

　
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
は
２
０
１

０
年
８
月
、
県
と
県
内
市
町
に
よ

る
共
同
運
営
方
式
で
設
置
を
決
め

た
。
店
舗
面
積
は
約
１
６
０
平
方

㍍
。
壁
や
床
、
照
明
な
ど
に
は
県

産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
店

全
体
で
栃
木
を
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ

イ
ン
と
し
た
。

　
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
の
来
場
者

が
27
日
ま
で
の
６
日
間
で
約
６
万

人
、
売
り
上
げ
は
約
４
０
０
万
円

で
、
１
日
平
均
１
万
人
が
訪
れ
た

こ
と
に
な
り
、
福
田
知
事
は
29
日

の
記
者
会
見
で
「
健
闘
し
て
い
る
。

今
後
い
か
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え

る
か
が
鍵
で
、
栃
木
ら
し
さ
を
い

か
に
出
し
続
け
る
か
が
大
切
だ
」

と
強
調
。
さ
ら
に
「
店
内
は
終
日

に
ぎ
わ
い
、
と
ち
お
と
め
ジ
ェ
ラ

ー
ト
や
レ
モ
ン
牛
乳
が
売
れ
筋
」

と
明
か
し
た
。

来
場
者
、6
日
間
で
６
万
人

を
選
ん
で
ほ
し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

17
日
は
、
高
雄
市
で
同
市
長
と
会
談
し
た

ほ
か
、
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
事
業
者
向

け
の
観
光
説
明
会
を
開
催
。
18
日
は
、
台

北
市
内
で
レ
オ
ン
自
動
機
の
現
地
子
会
社
、

亜
太
雷
恩
自
動
機

を
視
察
。
そ
の
後
、

台
北
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
栃

木
県
主
催
の
観
光

説
明
会
に
出
席
。
19
日
は
、
台
北
市
内
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
栃
木

県
観
光
展
で
、
買
い
物
に
訪
れ
た
市
民
ら

に
「
友
達
を
誘
っ
て
栃
木
県
へ
足
を
運
ん

で
下
さ
い
」
な
ど
と
呼
び
掛
け
た
。

風
評
被
害
払
拭
へ
観
光
Ｐ
Ｒ

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
塩
谷

福
田
知
事
が
台
湾
訪
問

放
射
能
対
策
な
ど
議
論

県原子力対策本部を設置

　
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
対
策
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、

県
が
１
日
付
で
新
設
し
た
県
原
子
力

対
策
本
部
の
設
置
式
が
４
月
２
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
た
。
同
本
部
の
事
務

局
を
担
う
県
原
子
力
災
害
対
策
室
の

前
で
、
本
部
長
の
福
田
知
事
が
看
板

を
設
置
し
た
。
福
田
知
事
は
「
縦
割

り
行
政
の
弊
害
を
打
破
し
、
県
民
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
一
元
的
な

情
報
提
供
を
担
う
。
県
民
の
安
心
を

取
り
戻
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
先
頭

に
立
っ
て
努
力
し
た
い
」
と
話
し
た
。

 

福
田
知
事
と
県
民
が
直
接
対
話
す
る

「
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
塩
谷
」
が

６
月
16
日
、
23
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
塩
谷

町
船
生
の
道
の
駅
「
湧
水
の
郷
し
お
や
」

の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
町

民
約
70
人
が
参
加
し
、
放
射
能
対
策
や
産

業
振
興
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ
た
。

　
除
染
で
生
じ
る
汚
染
土
壌
の
処
理
に
つ

い
て
、
福
田
知
事
は
「
場
所
が
内
定
す
れ

ば
、
県
が
該
当
す
る
市
町
と
国
の
間
に
入

っ
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

地
元
合
意
と
い
う
難
問
が
あ
る
」
と
現
状

を
訴
え
た
。

訴
え
た
。
ま
た
、
首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
「
先
行
す
る
関
西
圏
に
後
れ

を
取
ら
な
い
よ
う
関
東
知
事
会
と
し
て
受

け
入
れ
る
意
思
を
表
明
す
べ
き
だ
」
と
述

べ
、
各
都
県
知
事
の
賛
同
を
取
り
付
け
た
。

 

「
栃
木
・
観
光
と
食
の
誘
客
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
７
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅

構
内
で
行
わ
れ
、
福
田
知
事
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
「
栃
木
自
慢
の
農
畜
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
素
晴
ら
し
い
料
理
が
提
供
さ
れ
る
の
で
、
大
い

に
期
待
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
宣
言
し
た
。

　
４
月
23
日
、
求
職
相
談
か
ら
職
業
紹
介
、

職
場
定
着
ま
で
総
合
的
に
就
労
を
支
援
す
る

「
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
」
が
宇
都
宮
市
駅

前
通
り
１
丁
目
の
フ

ミ
ッ
ク
ス
ス
テ
ム
ビ

ル
１
階
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
栃
木
労
働
局

が
同
じ
ビ
ル
に
開
い
て
い
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
、
新
卒
者
か
ら
障
害
の
あ
る
人
、

高
年
齢
層
と
い
っ
た
幅
広
い
求
職
者
に
対
し
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
ほ
か
、
求
人
情
報
の
検
索
な
ど
が
で
き
る
。

　
開
所
式
で
、
藤
井
敏
行
栃
木
労
働
局
長
と

ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
の
看
板

を
掲
げ
た
福
田
知
事
は
、

「
厳
し
い
雇
用
情
勢
が

続
く
が
、
働
き
た
い
人

が
能
力
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
玄
関

口
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

「
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
」開
所

　
日
本
体
育
協
会
の
岡
崎
専
務
理
事
ら
が

５
月
10
日
、
県
庁
を
訪
れ
、
福
田
知
事
に

２
０
１
４
年
の
第
69
回
冬
季
国
体
の
ス
ケ

ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
の
本
県

開
催
決
定
書
を
手
渡
し
、
18
年
ぶ
り
８
回

目
の
冬
季
国
体
開
催
が
正
式
決
定
し
た
。

　
福
田
知
事
は
「
全
国
か
ら
来
て
く
れ
た

人
に
『
安
心
し
て
競
技
が
で
き
た
』
『
い

い
思
い
出
が
で
き
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
最
大
限
準
備
し
て
成
功
に
導
き

た
い
。
世
界
で
活
躍
す
る
一
流
の
ア
ス
リ

ー
ト
を
見
る
こ
と
で
、子
供
た
ち
が『
自
分

も
や
っ
て
み
た
い
』
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
」

と
競
技
人
口
の
増
加
に
も
期
待
し
て
い
た
。
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福
田
知
事
は

２
期
８
年
を
振

り
返
り
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
と
思

え
る
が
、
様
々
な
課
題
が
次
か
ら

次
へ
と
押
し
寄
せ
、
そ
の
克
服
の

連
続
で
あ
っ
た
」
と
、
本
紙
巻
頭

の
挨
拶
に
書
い
て
い
る
が
、
山
積

す
る
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
に
導

い
て
き
た
知
事
の
真
摯
な
姿
勢
は
、

見
守
る
周
辺
の
私
た
ち
に
も
感
銘

を
与
え
た
。

　
福
田
知
事
が
「
日
本
一
元
気
な

栃
木
を
目
指
し
た
い
」
と
３
選
出

馬
を
表
明
し
た
。
誠
実
な
日
々
を

邁
進
す
る
知
事
に
、
よ
り
多
く
の

皆
様
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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福
田
家
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茶
の
間
』

　
夫
の
趣
味
は
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
が
、

な
か
な
か
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
出

掛
け
ら
れ
ず
、
愛
好
会
の
皆
さ
ん

と
の
年
１
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
唯

一
の
楽
し
み
で
あ
る
。
今
年
30
回

の
節
目
を
迎
え
、
私
の
一
番
好
き

な
場
所
、
尾
瀬
沼
に

し
て
も
ら
っ
た
。

　
６
月
10
日
、
雨
が

降
っ
た
り
止
ん
だ
り

の
あ
い
に
く
の
天
気

で
、
木
道
も
滑
り
易

く
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
起
き
て
し
ま
い
、

お
気
の
毒
な
事
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、そ
れ
で
も
尾
瀬

沼
は
い
つ
も
と
変
ら
ず
迎
え
て
く

れ
た
。澄
ん
だ
空
気
と
静
か
な
空

間
の
中
で
私
達
を
癒
し
て
く
れ
た
。

今
回
も
多
く
の
方
に
助
け
ら
れ
良

く
し
て
頂
い
た
。
お
世
話
に
な
っ

た
皆
様
に
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

　
休
日
の
夜
、
写
真
を
整
理
し
な

が
ら
夫
と
見
比
べ
て
、
思
わ
ず

「
あ
な
た
、
随
分
老
け
た
ん
じ
ゃ

な
い
」
と
言
う
と
、
「
喜
江
子
さ

ん
が
苦
労
を
か
け
る
か
ら
だ
よ
」

と
夫
。
お
風
呂
上
が
り
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
た
せ
い
か
余
計
そ
う

見
え
た
よ
う
だ
が
、

や
は
り
随
分
白
く
な

っ
た
。
大
変
な
ん
だ

な
と
思
い
、
も
う
少

し
優
し
く
労
わ
っ
て

あ
げ
な
く
て
は
、
と

反
省
し
た
ひ
と
と
き

で
あ
っ
た
。

　
夫
か
ら
「
明
日
出

馬
表
明
す
る
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
、

私
は
「
そ
う
」
と
だ
け
応
え
た
。

大
変
な
と
き
だ
が
夫
に
は
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
皆
様
に
は
変
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

初
講
義「
君
は
何
が
し
た
い
の
か
？
」

福
田
富
一
知
事 

日
本
大
学
客
員
教
授
就
任

尾
瀬
沼
ハ
イ
キ
ン
グ

ゆ
り
の
会
新
年
会

　
暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
節
電
へ
の
取
り
組
み
、
電
力
不

足
の
不
安
、
電
気
料
金
値
上
げ
へ

の
不
満
・
・
・
今
年
も
暑
い
夏
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

自
愛
専
一
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
も
皆
様
の
格
別
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
お
陰

さ
ま
で
２
期
８
年
を
満
了
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
光
陰
矢
の
ご

と
し
の
８
年
に
も
思
え
ま
す
が
、

様
々
な
課
題
が
次
か
ら
次
へ
と
押

し
寄
せ
、
そ
の
克
服
の
連
続
で
あ

っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
私
の
顔
が
『
足
銀
』
に
見
え
る

と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、
一
時
国
有
化

さ
れ
た
足
利
銀
行
の
受
け
皿
問
題

は
、
金
融
行
政
が
国
で
あ
る
が
ゆ

え
の
難
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　
公
約
に
掲
げ
た
県
庁
舎
の
縮
小

（
18
階
建
を
現
在
の
15
階
に
）
や
、

芳
賀
赤
十
字
病
院
か
ら
始
ま
っ
た

県
内
の
医
師
不
足
の
問
題
も
気
の

抜
け
な
い
課
題
で
し
た
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
は
、
日
に
日
に
県

内
景
気
が
悪
化
し
て
い
く
状
況
が

見
て
取
れ
る
ぐ
ら
い
す
さ
ま
じ
い

不
況
へ
の
転
落
を
経
験
し
、
そ
の

対
策
の
指
揮
も
取
り
ま
し
た
。

　
日
本
経
済
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
立
ち
直
り
か
け
て
い
る
最

中
に
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、

加
え
て
福
島
第
１
原
発
の
事
故
に

よ
る
原
子
力
災
害
も
発
生
し
、
対

応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
千
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
震
災
と
予
想
だ
に

し
な
か
っ
た
原
子
力
災
害
に
よ
り

次
々
と
湧
き
起
こ
る
問
題
の
処
理

の
最
中
、
台
風
や
豪
雨
災
害
、
竜

巻
被
害
も
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
改
め
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方

や
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
悔

や
み
と
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
市
町
と
と
も
に
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
中
で
原
子
力
や
竜
巻
災
害
へ

の
対
応
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、

避
難
者
や
孤
立
集
落
対
策
の
充
実

な
ど
、
県
民
の
命
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
な

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
『
ス
ポ
レ
ク
・
エ

コ
・
栃
木
』
の
大
成
功
、
平
成
26

年
１
月
の
冬
季
国
体
の
誘
致
決
定
、

奥
日
光
に
次
い
で
渡
良
瀬
遊
水
地

の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
、

結
城
紬
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
内
商
業

施
設
へ
全
国
唯
一
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
『
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
』

の
オ
ー
プ
ン
、
足
利
・
大
田
原
赤

十
字
病
院
の
移
転
新
築
、
北
関
東

自
動
車
道
の
全
線
開
通
な
ど
長
年

の
取
り
組
み
に
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
人
の
縁
に
恵
ま
れ
、
今
年

度
か
ら
日
本
大
学
客
員
教
授
に
就

任
し
、
大
学
で
の
人
づ
く
り
に
も

ひ
と
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
少
子
化
、
超
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
に
あ
っ
て
、
安
心
し
て
子

供
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
の
充
実
。
年
齢
や
障
害
に
関

係
な
く
、
そ
の
人
ら
し
い
社
会
的

　
福
田
知
事
は
母
校
の
日
本
大

学
理
工
学
部
の
要
請
を
受
け
て
、

４
月
１
日
付
で
客
員
教
授
に
就

任
し
た
。
大
学
院
理
工
学
研
究

科
（
不
動
産
科
学
専
攻
）
も
兼

務
す
る
。

　
５
月
７
日
、
船
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
（
千
葉
県
船
橋
市
）
で
、

「
君
は
何
が
し
た
い
の
か
？
」

と
題
し
て
初
の
講
義
を
行
っ
た
。

　
毎
年
恒
例
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
今

年
30
回
目
を
迎
え
、
６
月
10
日

（
日
）、知
事
夫
妻
に
と
っ
て
思
い

出
深
い
尾
瀬
沼
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

と
な
っ
た
。
雨
が
降
っ
た
り
止
ん

だ
り
と
い
う
あ
い
に
く
の
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
90
名
余
の
参
加

者
は
３
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
一
路

尾
瀬
へ
向
か
っ
た
。

　
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
た
御
池
駐
車

場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換

え
30
分
ほ
ど
で
ス
タ
ー
ト
地
点
の

沼
山
峠
へ
到
着
。
６
月
上
旬
と
い

う
の
に
木
道
に
は
残
雪
が
あ
り
、

湿
原
で
は
た
く
さ
ん
の
水
芭
蕉
や

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
山
桜
な
ど
の
花

が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
参
加
者
は

足
元
に
注
意
し
な
が
ら
澄
ん
だ
空

気
の
中
、
広
大
な
湿
原
の
尾
瀬
を

満
喫
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
っ
た
。

自
立
や
参
加
、
何
よ
り
い
つ
ま
で

も
地
域
で
頼
り
に
さ
れ
、
感
謝
さ

れ
つ
つ
人
生
を
全
う
で
き
る
社
会

づ
く
り
。
多
様
な
住
ま
い
の
提
供

と
在
宅
介
護
の
充
実
に
よ
る
安
心

社
会
の
構
築
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
す
る

人
材
の
育
成
と
し
て
、
留
学
生
支

援
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
の
習
得

な
ど
に
よ
る
国
際
人
の
育
成
支
援
。

　
全
国
４
位
の
も
の
づ
く
り
県
と

し
て
今
後
も
持
続
発
展
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
人
材
育
成
や
技
術
力

ア
ッ
プ
へ
の
産
学
官
金
（
金
は
金

融
機
関
）
の
連
携
強
化
や
施
策
の

充
実
。

　
栃
木
づ
く
り
を
支
え
て
く
れ
る

県
民
の
健
康
増
進
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
や
、
成
人
病
予
防

な
ど
で
効
果
を
上
げ
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
に
よ
り
、
平
均
寿

命
ワ
ー
ス
ト
県
を
返
上
す
る
な
ど
、

今
後
の
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
政
治
生
活
30
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
知
事
と
し
て
も
２
期
８

年
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

体
力
、
気
力
と
今
日
ま
で
の
経
験

や
知
識
は
、
ま
だ
『
元
気
な
栃
木

づ
く
り
』
に
役
に
立
つ
と
自
信
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
混
沌

と
す
る
社
会
や
信
頼
を
損
ね
続
け

て
い
る
政
治
を
見
る
に
つ
け
、
活

力
あ
る
明
日
に
向
け
て
『
一
歩
、

一
歩
』
着
実
に
前
進
さ
せ
る
べ
く
、

栃
木
県
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責
任

を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
引
続
き
ご
支
援
ご
指
導
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

知
事
３
期
目
を
目
指
し
て

― 

１
期
目
の
課
題 

―

― 

２
期
目
の
課
題 

―

― 

今
後
の
課
題 

―

― 

決
意 

―

日 時：２月３日（日）
　　　 AM 11：00～
場 所：ホテル東日本宇都宮
会 費：5,000円

　来年のゆりの会新年会は、会場の都
合により下記の日程になりましたので
予めお知らせ致します。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。

ゆりの会の
シンボルマーク

「
一
歩 

一
歩 

着
実
に
前
進
を
」活力ある明日に向けて活力ある明日に向けて

建
築
学
科
１
年
生
２
８
０
人
を

前
に
、
「
皆
さ
ん
は
本
当
に
建

築
が
や
り
た
い
の
か
」
と
学
生

に
問
い
か
け
、
日
大
で
学
ん
だ

人
生
訓
を
引
き
合
い
に
「
今
一

番
大
切
だ
と
思
う
こ
と
に
時
間

を
使
お
う
」
と
強
調
。
「
棚
か

ら
ぼ
た
餅
の
人
生
な
ん
て
な
い
」

と
げ
き
を
飛
ば
し
た
。
さ
ら
に
、

「
自
分
の
能
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
天
職
に
必
ず
巡
り
合
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
大
学

生
活
や
人
生
を
大
切
に
生
き
抜

い
て
」
な
ど
と
熱
弁
を
振
る
っ

た
。
講
義
中
は
質
疑
応
答
も
行

わ
れ
、
最
後
に
学
生
一
人
一
人

と
握
手
を
し
、
リ
ポ
ー
ト
を
受

け
取
っ
た
。

　
知
事
は
「
出
席
率
も
聞
く
態

度
も
非
常
に
良
か
っ
た
。
講
義

の
中
で
、
生
涯
の
言
葉
と
な
る

よ
う
な
も
の
が
一
つ
で
も
残
れ

ば
と
い
う
思
い
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
」と
、初
講
義
を
ふ
り
返
っ
た
。

知
事
の
客
員
教
授
の
任
期
は
２

０
１
４
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

で
本
年
度
は
７
月
と
12
月
に
も

講
義
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ゆりの会新年会のお知らせ

１
号
車
の
皆
さ
ん
と

２
号
車
の
皆
さ
ん
と

３
号
車
の
皆
さ
ん
と

知事夫妻を囲んで、比企洋子さん率いる
うなばらの会の皆さんとゆりの会の有志

　
ゆ
り
の
会
新
年
会
が
２
月
19
日

（
日
）
、
ホ
テ
ル
東
日
本
で
４
０

０
余
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ

れ
た
。
前
衆
議
院
議
員
の
船
田
元

先
生
、
上
野
通
子
参
議
院
議
員
、

青
木
和
子
栃
木
県
日
韓
女
性
親
善

協
会
会
長
、
県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
の
夫
人
方
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
後
で
乾
杯
。
新
春
の

慶
び
と
女
性
な
ら
で
は
の
華
や
ぎ

の
中
、
知
事
と
喜
江
子
夫
人
を
囲

ん
で
歓
談
。「
う
な
ば
ら
の
会
」の

皆
さ
ん
に
よ
る
沖
縄
舞
踊
や
抽
選

会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に

会
は
終
始
和
や
か
に
時
間
を
忘
れ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
締
め
く
く

り
は
「
と
み
か
ず
サ
ン
バ
」
を
熱

唱
、
和
や
か
に
、
か
つ
親
睦
を
深

め
る
有
意
義
な
集
い
と
な
っ
た
。

文化講演会のお知らせ
講　師　アグネス・チャンさん
　　　　（歌手・エッセイスト）
演　題　『明るくさわやかに生きる』
日　時　８月31日（金）
　　　　午後６時30分　開会
場　所　宇都宮グランドホテル
入場料　1,000円

※チケットご希望の方は事務所まで連絡下さい


